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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 台東区歴史・文化検定 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

平成

生涯学習課

46

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

② 文化を学ぶ機会の充実[18]

その他

なし

126

２５年度

　

区の将来を担う子どもたちに郷土の歴史・文化を伝え、子どもたちがそれらを知ることで、より豊かな心がはぐくまれる。

回検定回数

98

1

[終了予定]

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

なし

検定の採点・分析、検定参加者配布用記念品の製作　
一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

「台東区歴史・文化テキスト」を毎年小学５年生に頒布し、広く台東区の歴史・文化の継承を図る。
また知識の定着を試す機会として、年１回「台東区子ども歴史・文化検定」を区内の小学５・６年生、中学生を対象に実施して
いる。

人

Ⅰ-３．文化が息づく豊かな生活の創出

 [施　　策]

区内小学校５・６年生及び中学生、区民等全般

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

1

200

1

168

1

（１）文化の継承と発展

あり 台東区子ども歴史・文化検定

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

区立小・中学校に協力を得て申込み受付を行う等効率的な事業実施に努めている。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 6,844 7,651 3,991

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

区の将来を担う子どもたちに、自分たちが住む地域の歴史や文化を知ることで、より豊かな心をはぐくむ。小
学校の学習教材として活用するので、区が関与する必要性が高い。

維持

評
価
結
果

受検者は年々増加し、検定実施については各学校に浸透してきているが、他の行事やレジャー等の関係に
より受検できない対象者がいたため、目標者数に達しなかった。今後は小中学校と連携を深め、更なる周知
や児童生徒が受検しやすい日に受検日を設定するなど、受検者が増えるよう取り組んでいく。

3 昨年度まで委託していた印刷物の作成を職員が行い、経費削減に努めている。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

外部委託を最小限に抑える等、効率的な運営による経費削減に努めるとともに、引き続き児
童・生徒への周知を行い、検定参加者の一層の増加を図る。

委託していた印刷物の作成を内部職員で行い、経費削減に努めた。

目的達成度 1

必要性

3,408

4,415 492

955

7,773 4,092

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

101

0 0

122

5,367 683

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

検定参加者

指標の名称

2,403

192

6,844

　決算額　　(単位：千円) 3,244

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

3,600

2,361

883

0

0


